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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

4 3 1 0 0 1 ◎ 4 18 6 0 0 3

5 0 0 0 0 0 ○ 5 27 1 10 4 0

6 0 0 0 0 0 ○ 6 0 0 0 0 2

7 2 0 1 0 4 7 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 1 8 3 1 0 0 1

9 2 0 1 0 2 ○ 9 10 0 4 2 1

◎ 10 9 0 1 7 1 10 0 0 0 0 0

○ 11 11 1 4 0 5 11 0 0 0 0 0

○ 12 15 1 5 2 3 12 5 0 2 1 0

○ 13 25 7 2 0 0 13 1 0 0 1 1

○ 14 5 1 1 0 3 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 1 ○ 15 21 0 7 7 1

16 16

17 17

18 18

72 11 15 9 85 8 23 15

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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　第1Q、大阪は3-2ゾーン、長崎はハーフマンツーの守りでスタート。#13が立て続けに3Pを決める
など、アウトサイドから攻める大阪に対し、#5の起点に攻める長崎。長崎は#5の1on1で得点する。
残り33秒、大阪#10のフリースローで21-18と大阪が一時リードしたが、すぐに長崎もゴールを決め
21-20の一点差で1Q終了。第2Q、長崎#15が連続して得点するも、大阪も#13の3P、#10のゴール下で
応戦。大阪はミスマッチをついて、1on1を仕掛ける。残り3分、長崎のマッチアップゾーンが効果を
表し、長崎47-38大阪で前半終了。第3Q、両チームともゾーンをしく。ともにアウトサイドシュート
で勝負するが、ディフェンスリバウンドに勝る長崎が残り5分で59-44とリード。タイムアウト後、
大阪はマンツーマンディフェンスに切り替える。大阪#4が3Pを沈めるものの、長崎も#15の1on1で得
点していく。そのまま63-49と長崎のリードは変わらない。第4Q、追いつきたい大阪は#14のミドル
ショット、#13の3Pで残り7分67-59と8点差まで詰め寄る。長崎は#4、#5のプレイで突き放しにかか
る。残り3分、大阪はオールコートマンツーを仕掛けるが、長崎のペースを崩せず85-72で長崎が準
決勝に進出した。

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0 5 10 15 20 25 30 35 40

経過時間

得
点

大
阪

長
崎


